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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

情報活用能力を基盤とした

学習を自己調整する力の育成

京都市総合教育センター 研究課 研究員

久保田 守

～GIGA端末を活用した学習方略の共有と学習情報の管理を通して～

よろしくお願いします！

令和3年度 第23回教育研究発表会

＜発表の流れ＞

①育成を目指す資質・能力

②実践 予見の段階

遂行コントロール

自己省察

③成果と課題（今後の展望）
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

資質・能力 実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

児童・生徒が，自らの学習過程を客観的に捉え，
うまくいかなかったところはどこか，どのように
すれば次には改善できるのかを振り返り，
自らの学びをコントロールする力を指すものである。

（一部，筆者により編集）

＜学習を自己調整する力とは＞

＊中谷素之 「自己調整力とは何か」 月刊教職研修 教育開発研究所 2019 6月号 P88

＊ベネッセ教育総合研究所 小中学生の学びに関する実態調査（報告書）２０１４ 速報版

小学生（上段：オレンジ）
中学生（下段：みどり）

実 予見 実 遂行 実 省察 成果と課題資質・能力

＊値＝％
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

学習へ向かう意識

学習を進める方略

学習状況の客観的な把握

＊伊藤崇達 「自ら学ぶ力」を育てる方略 -自己調整学習の観点から- 2008年 7月 より

を働かせる

実 予見 実 遂行 実 省察 成果と課題

＜学習を自己調整するための三つの要素＞

資質・能力

を高める

を獲得し，実行する

学習方略

メタ認知

動機づけ

実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

目標を達成するために行動を起こし，行動を持続し，
目標の達成へと自身を導いていくプロセスあるいは力

◎自己決定理論

非動機づけ 内発的動機づけ

無調整 外的調整 取り入れ調整 同一化調整 統合的調整 内的調整

外発的動機づけ

自律性が低い 自律性が高い

＊自己調整学習研究会 自己調整学習 理論と実践の新たな展開へ P77 筆者により一部編集

「学習の初期では外発的動機づけの方が即効性がある！」
＊田爪宏二 「心理学から考える非認知的能力と学習 －動機づけと自己調整能力を中心にー」

京都教育大学“先生を究める”web講座

資質・能力

動機づけ
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

自らの学習を効果的にするために学習者がとる方法

＊岡田涼・中谷素之・伊藤崇達・塚野州一 「自ら学び考える子どもを育てる教育の方法と技術」北大路書房 P2

＊ベネッセ教育総合研究所 「小中学生の学びに関する実態調査 速報版」 2014.10 P11,1を参考に筆者が編集

資質・能力

学習方略

認知的方略・・自分自身の記憶や思考など認知的なプロセスを
調整することで効果的な学習を促す方略

自己動機づけ方略・・学習に向けて自らの意欲を高めるために
用いる方略

メタ認知的方略・・自分の思考や行動を客観的に把握し認識する
ことを通じて，自己調整によって学習の効率化を
図る方略

実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

自分の思考や行動を客観的に理解すること

モニタリング

学習の進み具合

学習方略の有効性

学習へのモチベーション

目標と計画のプランニング

コントロール（修正）

資質・能力

メタ認知を行うための
方略が必要！

メタ認知
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

＜自己調整学習における三つの段階＞

目標の設定
方略の計画

自己のモニタリング自己評価
原因帰属

＊伊藤崇達 「自ら学ぶ力」を育てる方略 -自己調整学習の観点から- 2008年 7月 より
（図の一部は筆者により編集）

実 予見 実 遂行 実 省察 成果と課題

動機づけ，学習方略，メタ認知

資質・能力

自らが進めてきた学習の記録

学習方略
の情報が必要

実 予見 実 遂行 実 省察 成果と課題

＜学習の自己調整をスムーズに進めるためには・・・＞

①時間的・空間的制約を越える
②双方向性を有する
③収集した情報のカスタマイズが容易

＊平成２８年 ２０２０年代に向けた教育の情報化に関する懇談会 最終まとめ より （筆者により要約）

資質・能力
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

＊情報活用能力アドバイスシート 京都市教育委員会より

令和3年3月 　京都市教育委員会　

小学校低学年(ステップⅠ） 小学校中学年（ステップⅡ） 小学校高学年（ステップⅢ） 中学校（ステップⅣ）

コンピュータの起動や終了を行う。指やタッチペンで文字や絵を

かいたり，五十音順ソフトキーボードで文字を入力したりする。

キーボード等による文字入力や，マウス，タッチパッドによる操

作を行う。

キーボード等で，10分間で300字程度(授業の振り返りを5分間で入

力できる速さの目安)の文字入力を目指す。
キーボード等で，10分間で400字以上の文字入力を目指す。

写真や音声，動画の記録を行う。 写真や音声，動画の簡単な編集や記録を行う。 目的に応じたアプリケーションの選択と情報の編集や記録を行う。
目的に応じたアプリケーションの選択・操作によって，意図した情報の編集や

記録を行う。

電子ファイルの呼び出しと保存をする。 電子ファイルのフォルダ管理をする。
クラウドの特性を踏まえて，電子ファイルのフォルダ管理，送受信

を行う。

必要に応じて電子ファイルを圧縮，暗号化，バックアップする等して，適切に

運用する。

キッズ用検索サイトで，タップして調べたり，五十音順ソフト

キーボードを使ってキーワード検索したりする。
複数のキーワードで検索する。 複数のキーワードや条件を工夫した検索をする。 目的に応じた検索サービスやデータベース等を使い分ける。

オンライン学習を経験する。 オンライン学習に参加する。 資料等を活用して，オンライン学習に参加する。 資料等を活用して，オンライン学習に参加する。

身の回りの疑問や問題に気付き，解決しようと計画を立てる。
身近な問題・課題に気付き，解決しようと探究する計画を立て

る。

身近な社会における課題を設定し，解決しようと探究する計画を立

てる。
社会における課題を設定し，解決しようと探究する計画を立てる。

観察やインタビュー，図書，Webサイト等から情報を見つける。
インタビューやアンケートを活用した調査，百科事典等の文献，

Webサイトなどから情報を集める。

信頼性や信ぴょう性を考えて，目的に応じた情報の収集や選択を行

う。
情報がもつ特性や重要度をふまえて，目的に応じた収集や選択を行う。

見付ける，順序だてる，比べる，試す等の学習活動を通して，情

報を整理する。

比較，分類，理由づけ，関連付け，統合等の考えるための技法を

活用し，情報を表やグラフに整理してデータの変化を捉える。

多面的にみる，抽象化する，構造化する等の目的に応じて考えるた

めの技法を選択し，表やグラフに整理して複数の観点から情報の傾

向と変化を捉える。

目的や状況に応じて統計的に整理したり，考えるための技法を組み合わせたり

して，傾向と変化を捉える。

相手に伝わるように実物，写真，動画等を活用して，工夫して表

現する。

相手や目的に応じて,プレゼンテーション等の表現方法を選択し，

表現する。

相手や目的，意図に応じて適切な複数の表現手段を組み合わせ，相

手とのやり取りを含めて表現する。

不特定多数の他者を想定し，目的や意図に応じて，プレゼンテーションや

Web，SNS，プログラミング等によって表現する。

情報を使って学習し，学びを振り返り，良さを確認する。
見通しをもって情報を使った学習を進めるとともに，学びを振り返り，次に

やってみたいことを考える。

自分で計画を立て，情報を使った学習を進め，学びを振り返り，調整しな

がら次にやってみたいことを考える。

自分で情報活用の計画を立て，情報を活用した学習を進め，学びを振り返り，効果や改

善点を考える。

物事の分解 物事を小さな要素に分けて捉え，絵やカードに表す。 要素の組み合わせで物事を捉え，図示する。 要素の関係性を基に物事を捉え，図示する。 物事の全体を様々な要素の関係で捉え，図示する。

問題解決手順の構築 問題解決の手順等を順序だてて表す。
問題解決の手順を，条件によって動きが変わる要素，同じ動作を

繰り返す要素等を含んで図示する。

自分が考えた問題解決の手順を，センサー等から入力された数値に

よって動きが変わる要素を含んで図示する。
問題解決の手順を，複数の処理が並行して行われる要素を含んで図示する。

試行錯誤 意図した動きなどになるように，試行しながら修正する。
意図した動きなどになるように，試行を通して手順の改善点を見

出したり，修正したりする。

自分が意図した目的を達成するように試行し，プログラムを改善す

る。

問題解決のための安全・適切なプログラムの制作及び，動作確認・デバッグを

する。

一般化 問題解決の手順には規則性があることに気づく。
問題解決の手順には規則性があり，他の場合にも応用することが

できることに気づく。

物事の類似点や規則性を見つけ，他への転用や応用を意識しながら

解決策を考える。
物事の類似点や規則性をもとにモデル化し，他の問題解決に活用する。

情報社会の倫理 自分や他人の作ったものや表現等を大切にする。 自分や他人の著作権や肖像権等の権利を大切にする。 社会における著作権や肖像権等の個人の権利を尊重する。
法の下に，他者の権利や，著作権・産業財産権といった知的財産権を尊重す

る。

法の理解と遵守
相手意識をもって，情報を利用するときの基本的なルールとマ

ナーを守って行動する。

相手への影響を考えて，情報を利用するときのルールとマナーを

守って行動する。

他人や社会への影響を考えて，情報を利用するときのルールとマ

ナーを守って行動する。
情報の公共性や，情報に関する法律や契約について理解し，適切に行動する。

情報セキュリティ
名前，住所，連絡先，顔写真，ID，パスワード等を含む個人情報

を安全に利用する。
個人情報の重要性を理解し，正しく利用・管理する。

自他の個人情報がもつ価値やリスクを理解し，不正使用や不正アク

セスをされないように，正しく利用・管理する。

自他の個人情報がもつ価値やリスクを理解し，自分の責任や義務を踏まえて，

個人認証やウイルスチェック，ファイアーウォール，フィルタリング等を適切

に使用し，情報セキュリティに努める。

健康と安全
健康や安全に気を付けて，時間等の使い方のルールを守り，個人

情報を正しく取り扱うようにする。

健康や安全に気を付けて，情報機器やサービス，個人情報を正し

く取り扱うようにする。

健康や安全に配慮して，情報機器やサービス，自他の個人情報等を

正しく取り扱う。

健康や安全に配慮して，情報機器やサービス，自他の個人情報等を正しく取り

扱う。

公共的なネットワーク社会

の構築

身の回りにたくさんの情報機器が使われていることを知り，情報

や情報技術を適切に使おうとする。

身近な生活において，情報機器やネットワークが使われているこ

とを知り，情報や情報技術を生活に活かそうとする。

社会においてプログラムや公共のネットワークが活用されているこ

とを知り，情報や情報技術をよりよい生活や社会に活かそうとす

る。

情報システムの活用方法やネットワークの公共性を意識して，情報や情報技術

をよりよい生活や持続可能な社会の構築に活かそうとする。

※　Ⓟはプログラミング教育を示す記号，㋲は情報モラルを示す記号として，

　　「京都市スタンダード」の指導計画内に記述する予定

学習内容

基

本

的

な

操

作

等

基本操作

編集と記録

ファイル等の管理

オンライン学習

Web検索

問

題

解

決

・

探

究

に

お

け

る

情

報

活

用

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

℗※

情

報

モ

ラ

ル

㋲※

課題の設定・計画

情報の収集

情報の整理・分析

まとめ・表現

評価・改善

令和3年度 情報活用能力アドバイスシート

【 参考資料 】

文部科学省 「情報活用能力を育成するためのカリキュラムマネジメントの在り方と授業デザイン」，「情報モラル指導モデルカリキュラム」

「小学校学習指導要領（平成29年告示）」，「中学校学習指導要領（平成29年告示）」

国立教育政策研究所 「情報モラル教育実践ガイダンス」

基本的な操作スキル

プログラミング

情報モラル

問題解決・探究における情報活用

資質・能力 実 予見 実 遂行 実 省察 成果と課題

小学校低学年
ステップⅠ

小学校中学年
ステップⅡ

小学校高学年
ステップⅢ

中学生
ステップⅣ

グラフ化に必要なデータの範囲や目的に合うグラフ形式を
判断し，処理すること

中学生・・・通過率29.3％

＊情報活用能力調査（平成25～26年実施） 第4章 文部科学省

小学校高学年（ステップⅢ）

実 予見 実 遂行 実 省察 成果と課題資質・能力

＊情報活用能力アドバイスシート 京都市教育委員会より＜情報を整理・分析する能力を例に＞

中学校（ステップⅣ）

多面的にみる，抽象化する，
構造化する等の目的に応じて
考えるための技法を選択し，
表やグラフに整理して複数の観点
から情報の傾向と変化を捉える。

目的や状況に応じて統計的に整理
したり，考えるための技法を組み
合わせたりして，傾向と変化を捉
える。
＊考えるための技法
（例：思考ツール）
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

＊学習指導要領（平成２９年告示） 文部科学省より

『情報活用能力』は
「学習の基盤となる資質・能力」

問題解決・探究における情報活用 （課題の設定・計画）

（情報の収集）

（情報の整理・分析）

（評価・改善）

目標の設定
方略の計画

自己のモニタリング自己評価
原因帰属

実 予見 実 遂行 実 省察 成果と課題

（まとめ・表現）

資質・能力

動機づけ，学習方略，メタ認知

セルフマネジメント
シートの説明

実践の目的を
生徒に伝える

資質・能力 実 予見 実 遂行 実 省察 成果と課題

（7月から9月にかけて）

架空のモデルを
使って分析の練習
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

◎セルフマネジメントシート（SMS）の活用

実 遂行 実 省察 成果と課題資質・能力 実 予見

メタ認知

実 省察 成果と課題実 遂行
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国 社 数 理 英 実

今月の教科別学習時間教科別総学習時間

定期テストの得点推移

評価の観点別の
得点率推移

教科ごとの学習時間

国 0
社 0
数 0
理 0
英 0
実 0
総 0

今月の学習の振り返り

先生からのアドバイス

教科別総学習時間

自分ではやっているつもりだったが，
グラフを見ると社会と数学以外はほとんど
勉強をしていない。
理科も英語も暗記する勉強ばかりだった。

前回のテスト結果から，今後力を入れたい科目は何かな？
単語の暗記以外にもいろいろな勉強方法があります！

資質・能力 実 予見
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

資質・能力 実 予見 実 遂行 実 省察 成果と課題

学習方略

〇〇太郎くんの
学習の記録
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国 社 数 理 英 実

今月の教科別学習時間教科別総学習時間

どこを見たら
いいんだろう？

実 省察 成果と課題実 遂行資質・能力 実 予見

①自分の学習状況を分析しよう！

“比較（共通と相違）”，“推移”，“関連付け”を行い，自分の学習の傾向と変化を捉えよう！

学習時間

内容

方法

分析の視点

他教科と　　過去の自分と　　成績データと

社会の勉強
ばかりして
いる

勉強時間に
比べて点が
とれてない

暗記ばかり
している

比較・・・二つ以上の物事を比べ合わせて，共通点や相違点
を探す

推移・・・時に連れて状態などが変化していく様子を捉える

関連付け・・・ある事柄と他の事柄との間につながりを探す



10

令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

実 省察 成果と課題実 遂行資質・能力 実 予見

【〇〇太郎くんの学習を生徒が分析した内容】 ＊筆者により一部，編集

〇社会科に勉強時間をかなりかけているけど，テストの結果はそんなに
良くない！

〇社会科の勉強の仕方が暗記ばかりになっている！
〇テストの十日ぐらい前はあまり勉強していなかったのに，テストの
直前になってから急に勉強時間が増えている。直前に詰め込み過ぎ！

①予見の段階
目標の設定
方略の計画

資質・能力 実 予見 実 遂行 実 省察 成果と課題

（夏休み明けから9月上旬）

今後の学習の目標を設定
し，計画を立てる

・SMSの提出について

基本的には週に1回の提出

・SMSへの入力について

なるべく学習方略（方法）を
記録する

【例】
＊問題集の問題を解く！ △
＊問題集の問題を
繰り返し，解く！ 〇

正確な自己省察を行うため！
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

資質・能力 実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

①予見の段階
目標の設定
方略の計画

（9月中旬から10月上旬）

【生徒の分析内容】 （＊筆者により一部，編集）

〇他の教科に比べて勉強時間は少なかった
が，点数を取ることができた。

〇思考・判断・表現の点数が上がった。
〇記述問題の内容を考えたり，練習を
行ったりした（学習方略）。

【学習の改善方法】（＊筆者により一部，編集）

〇歴史のテスト対策の時に行って
いた毎回の授業のノートまとめの
方法を取り入れて勉強する。

学習方略メタ認知

実 省察 成果と課題

☆学習支援ソフトの“課題機能”で生徒とSMSをやり取り
・生徒の学習を定期的にモニタリングする！
・生徒の自己調整を支援するためのアドバイスを送る！

資質・能力

②遂行コントロールの段階 自己のモニタリング （１０月中旬から1１月中旬）

実 予見 実 遂行
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

資質・能力 実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

②遂行コントロールの段階 自己のモニタリング （１０月中旬から1１月中旬）

・教師からのアドバイス
継続して細かい学習計画の設定
と実施が続けられていますね。
great！
今週分もテスト最終日までの
予定をしっかりと取り組んで
いきましょう。

資質・能力 実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

②遂行コントロールの段階 自己のモニタリング （１０月中旬から1１月中旬）

無理のないプランニングの
アドバイス

学習内容の偏りを危惧
したアドバイス

計画全体を俯瞰する
ようにアドバイス

指導者からのアドバイスを
もとに生徒が自己調整！

学習方略 メタ認知
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

資質・能力 実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

②遂行コントロールの段階 自己のモニタリング （１０月中旬から1１月中旬）

【指導者とSMSのやり取りをした生徒の感想】 ＊筆者により一部，編集

〇SMSを提出すると，先生からのコメントが付いてくるので，
もっとこうしたらいいとかアドバイスをすぐにもらえて，
自分の学習の問題点が分かった。
自分で立てた計画を先生からのアドバイスで修正することがあった。

〇先生からのアドバイスだから説得力があった。

〇学校でだけではなく，家でも先生からアドバイスを
もらうことができた。

動機づけ

資質・能力 実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

知っている？教科の魅力を再発見！
・好きだからこそ，
実践している学習方略

の獲得を支援

学習方略【英語グループの生徒が他の教科グループの生徒に勧めた学習方略】
（＊筆者により抜粋し，一部編集）

〇ワークを解き続ける。 〇単語帳を使用する。
〇英語の映画を鑑賞する。
（日本語の字幕付きで日本語の意味を添えて楽しむ）
〇スマホの英語学習アプリを使用する。
（ゲーム感覚で楽しめて，気軽に勉強ができるから）
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

資質・能力 実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

③自己省察の段階
自己評価
原因帰属

（１１月下旬）

他教科に比べて，
学習時間が少なかった

一問一答形式で学習
するだけではなく，
他教科の学習で行って
いる学習方法が必要

資質・能力 実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

③自己省察の段階
自己評価
原因帰属

（１１月下旬）

他教科に比べて，
学習時間が少なかった

一問一答形式で学習
するだけではなく，
他教科の学習で行って
いる学習方法が必要

満足感 自己効力感

次の学習へ！

テスト前でも今回は
慌てることなく勉強できた

動機づけ

成果の実感

の高まり

メタ認知
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

資質・能力 実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

＜成果＞ 学習することが習慣付く！生徒アンケートより

＊ 事前ｎ＝147 事後ｎ＝153 値＝人数

学習方略 メタ認知

動機づけ

情報活用能力

学習の成果の実感

資質・能力 実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

＜成果＞

学習方略の獲得と実行，メタ認知を働かせることで
自己調整しながら学習を進めていた！

生徒アンケートより

＊ 事前ｎ＝151 値＝人数 ＊ 事後ｎ＝15６ 値＝人数
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

資質・能力 実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

＜成果＞

効果を感じなかった生徒も
多く存在している！

生徒アンケートより

＊ ｎ＝151 値＝回答数
回答総数＝236

（複数回答可）

177

SMSのやり取りが学習
を進めるための様々な
支援となっている！

資質・能力 実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

＜成果＞ 生徒からの聞き取りより

各教科の学習した時間がすぐにグラフ化されるので，
「国語と理科が勉強できていないな」と偏りとかが分かり
バランスよく勉強することができるようになった。
それまでは「今日はこれやろうかな」と行き当たりばったり
で勉強していた。

紙の時はテストが返却されたらすぐポイと捨てていたけど（笑），
今はデータとして残せるから次にSMSに入力する時に前のやつを
見て，「どこがあかんかったんかな」とか「時間が少なかったん
かな」というのを強制的に見られるようになっているから，
それで分析する力はちょっと付いたかなと思います。
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

資質・能力 実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

＜課題＞

①定期テストの結果から自己調整してきた
学習の成果を評価している

②SMSへ学習の記録を残すことが習慣とならなかった

③すでに自分なりのやり方で学習の自己調整ができている
生徒への手立て

資質・能力 実 予見 実 省察 成果と課題実 遂行

＜今後の展望①＞ 自分がやった内容とかも記録してある
から，こんな勉強方法をしていたから
点数が上がったとか，この勉強方法は
意味がなかったなというのが分かって，
その次のテストや勉強に生かせるから
良いと思います。

指導者が

ことが必要！
＊ 事前ｎ＝151 値＝人数

・学習情報の有用性の認識を高め，
学習指導に効果的に活用する

・生徒に教示することができるだけの
多様な学習方略をもつ
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅰ

【中学校】情報教育

＜今後の展望②＞

☆SMSを生徒との学習相談や
保護者との懇談会資料として活用！

☆情報の紛失リスクや印刷コストを削減！

資質・能力 実 予見 実 遂行 実 省察 成果と課題

情報活用能力を基盤とした

学習を自己調整する力の育成

京都市総合教育センター 研究課 研究員

久保田 守

～GIGA端末を活用した学習方略の共有と学習情報の管理を通して～

令和3年度 第23回教育研究発表会

ありがとうございました！
☆アンケート用QRコード


